


ています。これは、福岡高等裁判所の判決文に書かれている確定判決後の漁獲量の増加

傾向とは相容れない観察事実であり、このままの状態では有明海における海洋生態系の

回復は望めません。また、干拓調整池の底生動物相は、堤防締め切り後に多くの海産種

が消滅し、その後はわずかな日和見種のみが高密度で生息しましたが、短期開門終了後

はそれらの種も見られなくなり、2010 年の確定判決後も現在に至るまでイトミミズ類と

ユスリカ幼虫などが生息する場所となっています（図 2，資料 3：佐藤ら 2020a）。福岡

高等裁判所の判決文では、調整池で新たに形成された生態系への考慮が必要とされてい

ますが、現地で実際に観察された底生動物相の衰退とはまったく相反する状況です。 

一方、2002 年 4–5 月に実施された短期開門では、27 日間の海水導入により、調整池

や有明海奥部海域において、底生動物が一時的に増加したことが明らかになっています

（図 1, 2，資料 1：佐藤・東 2019, 資料 3：佐藤ら 2020a）。これらの事実は、調整池

への海水導入が、短期開門終了後に実施されてきた海底耕耘や覆砂などの対症療法的な

対策に比べて、はるかに即効性のある有効な手段であることを明確に示しています。 

これらの研究成果の論文別刷（資料 1–5）を参考資料として添付します。貴裁判所に

おかれましては、様々な研究分野の学術的な知見を踏まえて、諫早湾干拓問題において

有明海異変の根本的な解決を目指していただきますようお願いいたします。 

   
図 1．有明海奥部 50 定点における 1 m2当たりの底生動物の高次分類群別

生息密度の経年変化（1997〜2021 年）。佐藤・東（2019）を改変。 
 

    
図 2．諫早湾干拓調整池 16 定点における 1 m2当たりの底生動物の高次分

類群別生息密度の経年変化（1997〜2022 年）。佐藤ら（2020a）を改変。 
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